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入札監視委員会報告及び意見 

 

 雲仙市の入札制度は、制限付一般競争入札の対象範囲拡大や電子

入札方式の導入など、これまで順次改善が図られてきました。今期

においては、総合評価落札方式による入札では最低制限価格制度に

代わり低入札価格調査制度の導入など、法令等に基づき真摯に取り

組まれていることが確認できました。 

 

 本委員会においては、平成 28 年度より建設コンサルタント等業務

の入札においても審議対象に加えられ、建設工事の入札と合わせて

審議を行いました。 

 

 また、最近の災害復旧工事等の入札において、多くの不調、不落

があっておりますが、発注者の責務として災害復旧の遅れを招かな

いような対策が望まれます。 

 

 今期２年を終了するにあたり、入札及び契約制度の競争性・公平

性及び透明性の確保と行政効率の向上がより一層図られることを期

待し、次のとおり意見を具申いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１.「不参加」及び「辞退」を回避させる制度の構築について 

指名競争入札において、指名業者が入札に参加しなかったり、安

易に辞退していると思われる事例が散見されます。「不参加」の業者

に対しては口頭による指導も行っているとのことですが、あまり効

果が見られないようです。競争性の確保のためにもこういった対応

をさせない制度の構築が求められます。 

 

 

２．ランダム係数の要否について 

ランダム係数の影響により、最低制限価格をわずかに下回った者

が失格となり、予定価格に近い者が落札者となるケースが見受けら

れます。ダンピング防止という本来の目的からかけ離れ、結果的に

競争性が働いていない場合も考えられます。他の自治体の動向など

も調査し、要否について改めて検討するのがよいと考えます。 
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審議経過 

年度 開催日 議事内容 

平成 29 年度 

第 2 回 

定例会 

 

平成 29 年 

11 月 27 日 

・委員長選出 

・指名停止措置案件の報告・・・３件 

・低入札価格調査制度施行要領制定の報告 

・抽出事案の審議・・・・・・１０件 

４月～９月対象案件 

建設工事         ８９件 

建設コンサルタント等業務 ４８件 

 

平成 30 年度 

第 1 回 

定例会 

平成 30 年 

5 月 17 日 

・指名停止措置案件の報告・・・２件 

・抽出事案の審議・・・・・・・８件 

１０月～３月対象案件 

建設工事         ３９件 

建設コンサルタント等業務 １０件 

 

平成 30 年度 

第 2 回 

定例会 

 

平成 30 年 

11 月 20 日 

・指名停止措置案件の報告・・・３件 

・官製談合防止法等研修会の実施報告 

・抽出事案の審議・・・・・・・１０件 

４月～９月対象案件 

建設工事         ７４件 

建設コンサルタント等業務 ４３件 

 

 

 

 

 

 

 

 



雲仙市入札監視委員会委員 

 

〔任期 平成 29 年 5 月 28 日～令和元年 5月 27 日〕 
               

区 分 氏 名 役 職 等 

技術分野 中村 聖三 委員長 長崎大学大学院工学研究科教授 

法律分野 川島 陽介 委員長代理 ふくざき法律事務所 弁護士 

経済分野 －  

学識経験者 宅島 良則 公募委員 

学識経験者 草野美津子 公募委員 

 

 


